
１　保育士の自己評価結果

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

保育理念 こどもの発達援助 保護者支援
保育を支える
組織的基盤

平均 2.8 3.1 2.9 3.1

２　保育所の自己評価結果

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

保育理念 こどもの発達援助 保護者支援
保育を支える
組織的基盤

平均 3.7 3.4 3.3 3.5

○　今年度の取り組み状況

○　今年度の保護者アンケートから

○　今後の改善点・課題

項目

平成２８年度

ひまわり愛児園の自己評価結果

<４点満点>

項目

<４点満点>

保護者との関係については「おおむねできている」を合わせれば高評価になるが、現状

に満足することなく、アンケート結果を元に職員全体で情報を共有し更なる改善を図っ

ていきたい。施設面については建て替え期間中の安全面に最善の注意を傾けていく。な

お、子育て相談については、地域の子育て相談も含め平成２８年度から予約制で随時受

付けており、更に落ち着いて相談ができる場をつくっていきたい。

回収率６６％、満足度では「どちらかと言えば満足」の２０.８％を合わせて９８.２％

との評価を得ている。保育士と子どもの関係は高評価を得ているが、保護者との関係に

ついてはもう一歩寄り添う必要を感じた。また、園の目標・方針、個人情報、食育の周

知について機会を設ける必要を感じている。新クラス説明会で毎年説明しているので、

もう一度入園案内に目を通して頂きたい。さらに、施設の清潔面では改善を要する内容

が多かった。また、子育て相談等、更に話しやすい環境づくりの必要性を感じた。

園児一人ひとりの個性を尊重しつつ、心身の調和的な発達を図るよう努めた。また年

齢や月齢の個人差に配慮しながら、健康で安全な日常生活に必要な習慣や態度が身に

付くように努めた。公園へのお散歩や遊び、園外保育など、戸外活動を積極的に行な

い四季おりおりの自然や社会の事象について興味や関心が持てるよう努めた。


